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1．研究目的および鯛査概要

　本研究の 問題意識は、現代の 多数 の大学生が大学生

活 で もっ とも重視するもの と して 「よい 友人関係をつ

くる こ と」 と答え る こ とに 端を発して い る。一
般の大

学生 に とっ て は 「専門 的 な知識や技術を身に っ ける」

　「い ろい ろな資格をとる 」　「留学などで見聞を深 め

るJ とい っ た こ とにまして 、よい 友だちを見っ ける こ

と、よい友人関係を構築する こ とが重要視されてい る

の である．本研究は、上記の ように意識され て い る よ

うな現代 日本に おける若者 の 友人関係 につ い て 、特に

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動に注目しつ つ 、友人関係の特

質を質問紙調査を通じて明らかに しようとする もの で

ある 。

　近年、若者は他人を傷つ けたくない、自分が傷 つ く

の が 恐い た めに 「マ サツ 回避」　（千石、ユ994） した

り、他人 に過剰 に コ ミッ トしない 「やさ し さj　（栗

原、1981）をもっ て い た りする としば しば指摘され、

しか もその ような傾向は 「〜症候群」　「〜症」 とい っ

た病い の メタフ ァ
ー

で盛んに とらえ られ て きた。この

ような若者像 に重ね られ て きたイ メージとは対人関係

の 遮断 ・自閉化 とそれを代補する モ ノ ・メディ ァ
・情

報環境とい うもの である。しか し、現代若者に 見られ

る よ うな他者 との 問題状況
・
摩擦 の 回避や、自己の 内

面 ・感情の 過剰な表出を抑える ことの意味ははた して

そ の ような病 い の メ タ フ ァ
ー

で 語られ て い るよ うな こ

となの だろうか。

　以上の ような問題意識か ら本報告で は次 の よ うな分

析を行 っ て い く。 まず、対人関係の 遮断 ・自閉化傾向

を検証するために、基本的な現代大学生 の 対人関係の

あ り様を概観する 。 次 に、自分 を抑えなが ら他者に関

与 して い く摩擦回避の 目 的
・意味 につ い て 分析するた

め の枠組みを提示 し、それ に基づ い て 分析を進める。

その際本報告で提示 される視点は、あか らさまな感情

や気持ちの 表出を抑える こ とは、対人関係が困難に

なっ て い るとい う病理的メタフ ァ
ーで とらえられるも

の としてでな く、対人関係を円滑に進めるために高度

に発達した コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・ス キル ととらえると

い うもの で ある （本報告で は こ れを〈 ウォ
ーム 〉な関

係と表現して い る〉。そ の ように洗練され た 「他者と

い る技法」　（奥村、1998）をもつ 人たちの 特徴、自分

を抑えながら他者に関与 して い くコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

の あり方 の 目的や意味を考察する 。

　本研究 の分析 におい て使用するデータは、1996年12

月か ら1997年1月に実施 した 「現代大学生 の 生活と意識

に関する調査 」 注 1をもとに して い る 。 サン プル 数は864

調査対象 は7大学で ある。

2．友人関係の分析枠組み

　友人グル ープ に 関 して の 分析枠組みを提示す る （図

1）。友人グル
ープに関して は、関係性の 取 り方、すな

わち友人 に対して 自分 の意見をは っ きりと主張 する

か、人 の 立場を考えた り摩擦を回避しようと自分を抑

えるか とい う軸と、集団へ の 帰属意識や親密性 の 認知

とい う軸を交差させて図1の よ うに まとめられ る。 1 象

限は、近年 「マ サ ツ 回避」　「やさし さ」 などで 表現さ

れるような、他者に対しての過剰な コ ミッ トや問題状

況などを積極的に 回避 しなが ら、親密 さを維持 して い

る
一

群であり、 本報告では これを〈 ウォ
ーム 〉な関係

と呼ぶ 。

　IV象限は 1象限同様、友人 との親密な関係 を認知し

てい なが らも、た とえ相手 との 摩擦をともなお うと

も、相手に対 して 自分の主張を通 しそ うとするよう

な、かつ て若者の 理想的コ ミュ ニ ケーシ ョ ン として夢

想されて い たような古典的 ・伝統的な 「熱い 」 コ ミュ
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図 1　友 人 関 係 の 分 析枠 組 み

親密性の

認知 （＋）

ニ ケーシ ョ ン で ある。こ こ では こ の類型を〈ホ ッ ト〉

な関係と呼ぶ。

　Ill象限は摩擦を回避せず、しか もそ の グル
ープに親

密さを感じて い ない よ うな類型で、これをくク
ー

ル 〉

な関係と呼ぶ。例えば体育会の部活や自治会の 仲間の

ように目的意識が強 く、集 団全体の利益の ために積極

的に 自己主張 を繰 り広げるような集団が想起される

が 、おそ らくこ の ような一群 は大学生 の友人関係に お

い てはあまりみ られな い だろ う。

　II象限は問題状況や摩擦を回避 しようとする傾向に

関して は くウォ
ーム 〉な関係と同様であるが 、 グル

ー

プ に 対す る親密さの 認知に違い がある。こ の 類型 で は

グル ー
プ内の友人に対しての親密さやグル

ー
プへ の帰

属意識をあま り感 じ て おらず、日常的な孤独を避ける

た め に 接 して い るような
一

群 で 、 これをく コ ール ド〉

な関係と呼ぶ。あま り性格が合わない と思 っ て い た

り、共有で きる もの をもっ て い ない と感 じなが らも、

キャ ン パ ス 内で ひ とりぼ っ ちに なる こ とを回避 （サ バ

イ バ ル ｝する ために、関係を保持 ・持続させ て い るよ

うな
一

群 で ある。

3．結果 ：友人関係の性質と コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン状況

a．友人関係の性質と親密さの 認知

　まず、頻繁なコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を行 っ て い た の は

く ホ ッ ト〉とくウォ
ーム 〉な関係であり、 〈クー

ル 〉

〈 コ
ー

ル ド〉な関係で は総じて コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の

頻度は低くな っ て い る。 とりわけ自己の 内面や感情を

表すく表出型 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 〉に お い てそ の 差は

明確であり、　「他人 の うわさ話をする」 などの 自分や

他者の 内面へ の 関与度 の 低 い 項目よりも、
「悩み事を

相談する」 な どの 関与度の高い項目に お い て 、そ の差

は顕著である。

　よっ て、〈表 出型 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 〉 の方がお茶

を飲んだ り、一
緒に遊んだりするく交流型 コ ミュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 〉に比べ て 、 相手との 親密性 の 認知が土台

として重要だ と考えられてい ると思われる。あま り親

密だ と思 っ てい ない相手に 対 して、相手 の内面に踏み

込んだ り、自分 の 内面を相手にさらしたりする こ とは

避けられるとい う傾向性が指摘で きよ う。その ような

傾向性は 、 友人関係意識、自己意識、関係性の認知に

お い て も見 られ、親密性の認知はグル
ー

プへ の 帰属意

識や他者との コ ミッ トメン トの密度の基盤 となっ て い

るとい うこ とを示唆して い る。

b，友人関係の 性質と摩擦回避

　 「自分の 好みをは っ き り主張する 方だ 」 とい う項 目

で は くウォ
ーム 〉〈ク

ー
ル 〉な関係に比べ て 、〈 ホ ッ

ト〉 〈 コ ー
ル ド〉 な関 係が 高 くな っ て い る。こ れ は

〈ホ ッ ト〉や く コ
ー

ル ド〉がたとえ問題を引き起 こ す

可能徃があろうと、自己を積極的に主張 しようとする

傾向を持つ か らであろ う。 こ こ で 「ノ リの あわない 人

とは友だちになれな い 」 とい う項目に注目したい。こ

の項目 に お い て もくウt 一
ム 〉〈ク

ー
ル 〉 な関係よ

り、〈ホ ッ ト〉 〈 コ ー
ル ド〉 の方が高くな っ て い る。

こ の こ とが示唆 して い るの は次 の ような状況だろう。

すなわち、た とえ 「ノ リがあわない 」 と思 っ て い て

も、　 「合わせ 」 よ うと して い るとい うこ とで ある。

〈ウォ
ーム 〉な関係で は 「合わせる」 こ とに よ っ て親

密さを高めよ うとし、〈ク
ー

ル 〉な関係では 「合わせ

る」 とい うコ ス トを払うこ とで、孤独を回避 しようと

して い ると考え られ る。　 （デー
タの 詳細は発表 当日の

配布資料に ゆずる）。

＊ 以下、高度な コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
・

ス キル と して の

摩擦回避 の 目的や意味に つ い て 考察を加え て い く。

注1 本調査は、学生文化研究会 （研究代表 ：酒井朗　お

茶の 水女子大学助教授）に よる共同調査であるe
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